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北海道更別農業高等学校

～生徒一人ひとりの「夢実現」・「進路実現」に向けて～

令和５年度が始まり早１ヶ月が過ぎようとしていますが、今年度は３０名の新入生を迎え、全校生徒９０名、
そして新たな教職員６名が入れ替わり、全教職員３０名のスタッフでスタートすることができました。スタートに
当たっては、全教職員が一丸となりチーム力を高め、教育活動を展開していこうと決意を新たにしたところで
す。本校は、南十勝唯一の農業高校として、昭和２７年に開校し、昨年度開校７0周年を迎えました。卒業生

は、３千名を優に超える有為な人材を管内はもとより全道、全国へと送り出しています。生徒の皆さんも、是
非そういった先輩方に続き、本校の歴史と伝統を継承・発展させていただきたいと思います。
さて、本校の使命（スクール･ミッション）は、

①地域の高校として、地域の教育資源を有効的に活用した教育活動を通じて、 地域の未来を創っていく
生徒の育成。

②郷土を愛するとともに、地域産業の持続的な成長を担う職業人に求められる 資質･能力を身に付けた
生徒の育成。
③社会人としての基礎的資質･能力を身に付けた生徒の育成。
④健康的な生活習慣を身に付け、コミュニケーション能力がある生徒の育成。

など、地域における共生・協働を通して、基礎学力やコミュニケーション力・社会性を身に付け、他者への
深い思いやりをもち、よりよい勤労観のもとで地域社会に貢献できる人材を育てることにあります。価値観や
考え方の異なる人達ともコミュニケーションを図りながら、課題解決や新たな価値を創出していかなければな
りません。

生徒の皆さん、皆さんが学ぶのは、将来そんな人々の仲間入りをして地域社会や北海道あるいは日本、
世界に貢献する！ということを自覚し、日々の学びを精進してください。常に社会や世界の動きを見つめつ
つ、学びの柱に「どうすれば出来るのか」を据え将来を生き抜く社会人、職業人に必要な資質と能力を培って
欲しいと思います。

物事を考える力は、これからの社会を生き抜く人間の最大の武器となります。高校での学びの期間は実社
会に出るための準備（充電）期間です。皆さん一人一人が仲間や素晴らしい先生方と共に自分自身の学び
の目標をしっかりとイメージし、それを一つひとつ着実に実現していって欲しいと心からエールを贈ります。

地域・保護者の皆様方におかれましては、日頃より本校の教育方針について特段のご理解とご協力をい
ただいておりますことに、厚くお礼申し上げます。

言うまでもなく、学校教育は、学校だけで成り立つものではありません。ご家庭としっかり連携させていただ
き、更別村、教育委員会をはじめ、地域の皆様方のお力添えを得ながら、学校と家庭と地域とが一体となっ
て共通の課題認識を持ちながら、子どもたち一人一人の学びの実現を図る取組を推進して行きたいと考え
ております。どうぞ、よろしくお願いいたします。

北海道更別農業高等学校長 伊與部 明
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４月１２日(水)午前に生徒会執行部主
催による対面式が、午後には農業クラブ
主催のオリエンテーションが行われまし
た。生徒会執行部は、学校紹介や部活動
紹介、先生紹介、制服の着方指導などを
企画・運営をし、和気あいあいとした雰
囲気の中、入学生と在校生の最初の良い
交流の場となりました。それぞれの場で
新入生代表が希望あふれる立派なあいさ
つを行いました。
また、農業クラブオリエンテーション

では、○×クイズや３大行事の実演など
も行われ、楽しく農業クラブについて理
解ができました。先輩の姿にあこがれを
持ちながら、縦のつながり、横のつなが
りを大切に積み上げ、充実した高校生活
を送ってほしいと思います。

４月11日（火）30名の新入生を迎
え、入学式が挙行されました。新入
生を代表して青木晴海さんが宣誓を
行い、新たな高校生活を始めました。
新入生並びに保護者のみなさま、

ご入学おめでとうございます。本校
で充実した学校生活を送られるよう
に願っています。

新たに６名の教職員が着任しました
（ ）は前任校
漆原 剛 （教頭…標茶高校）
菊地昭吾（農業科教諭…中標津高校）
安藤佳寿哉（英語科教諭…帯広三条高校）
渡邉琢益（農業科教諭…倶知安農業高校）
武田幹玄（農業科教諭…士幌高校）
佐々木梨那（事務職員…小平高等養護学校）
どうか、よろしくお願い申し上げます。


